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１ 

 

 
 
 

留
学
生
の
妊
娠
・
出
産
を
契
機
と
す
る
退
学
等
の
実
態
把
握
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書 

 

外
国
人
留
学
生
が
妊
娠
又
は
出
産
を
理
由
又
は
契
機
と
し
て
、
退
学
、
除
籍
、
休
学
、
転
校
・
転
学
、
帰
国
勧
奨
、
在
留
資

格
更
新
困
難
、
相
談
先
に
つ
な
が
れ
な
い
孤
立
等
に
直
面
す
る
事
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

政
府
は
、
二
〇
二
六
年
六
月
十
六
日
付
け
内
閣
衆
質
二
二
一
第
一
六
号
答
弁
書
に
お
い
て
、
留
学
生
が
妊
娠
又
は
出
産
し
た

事
実
の
み
を
も
っ
て
、
本
人
の
意
思
に
反
し
て
退
学
、
休
学
、
転
校
・
転
学
又
は
帰
国
を
求
め
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
の

見
解
を
示
し
た
。
ま
た
、
妊
娠
又
は
出
産
し
た
事
実
の
み
を
も
っ
て
直
ち
に
在
留
資
格
「
留
学
」
を
失
う
も
の
で
は
な
く
、
在

留
期
間
更
新
又
は
在
留
資
格
変
更
の
可
否
は
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
旨
の
見
解
を
示
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
二
〇
二
六
年
六
月
三
十
日
付
け
内
閣
衆
質
二
二
一
第
一
九
号
答
弁
書
に
お
い
て
、
政
府
は
、
大
学
、
短
期
大
学
及

び
高
等
専
門
学
校
に
対
し
て
毎
月
求
め
て
い
る
外
国
人
留
学
生
の
退
学
者
、
除
籍
者
及
び
所
在
不
明
者
等
に
係
る
定
期
報
告
に

お
い
て
、
「
退
学
又
は
除
籍
の
理
由
」
の
一
つ
と
し
て
「
本
人
の
妊
娠
・
出
産
」
を
新
た
に
追
加
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
一
方
で
、
日
本
語
教
育
機
関
又
は
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
、
退
学
、
除
籍
、
休

学
、
転
校
・
転
学
又
は
所
在
不
明
等
の
理
由
と
し
て
「
妊
娠
・
出
産
」
を
報
告
項
目
に
追
加
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
旨
を
答
弁
し
た
。 



 

２ 

 

 
し
か
し
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
の
二
〇
二
五
年
度
外
国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二

五
年
五
月
一
日
現
在
の
外
国
人
留
学
生
総
数
は
四
十
万
八
千
六
十
九
人
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
日
本
語
教
育
機
関
に
在
籍
す
る
留

学
生
は
十
四
万
百
七
十
四
人
で
あ
る
。
日
本
語
教
育
機
関
に
在
籍
す
る
留
学
生
は
、
外
国
人
留
学
生
全
体
の
約
三
十
四
・
三
パ

ー
セ
ン
ト
、
す
な
わ
ち
三
分
の
一
を
超
え
て
い
る
（
注
一
）
。 

 

法
務
省
の
「
日
本
語
教
育
機
関
の
告
示
基
準
解
釈
指
針
」
で
は
、
合
理
的
な
理
由
な
く
生
徒
の
意
に
反
し
て
退
学
等
さ
せ
る

行
為
は
人
権
侵
害
行
為
に
当
た
る
と
さ
れ
、
特
に
、
妊
娠
・
出
産
等
を
直
接
の
理
由
と
し
た
退
学
強
制
、
す
な
わ
ち
マ
タ
ニ
テ

ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
人
権
侵
害
行
為
の
例
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
（
注
二
）
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
の
通
知
に
お
い
て

も
、
妊
娠
し
た
生
徒
に
学
業
継
続
の
意
思
が
あ
る
場
合
に
は
、
安
易
に
退
学
処
分
や
事
実
上
の
退
学
勧
告
等
を
行
わ
ず
、
休

学
、
転
学
等
、
学
業
を
継
続
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
注
三
）
。 

 

公
開
文
書
で
確
認
で
き
る
範
囲
で
も
、
日
本
語
教
育
機
関
の
募
集
要
項
、
学
生
募
集
要
項
、
事
前
通
知
・
同
意
書
等
に
お
い

て
、
妊
娠
を
納
入
金
不
返
還
、
退
学
又
は
帰
国
と
結
び
つ
け
る
記
載
が
複
数
確
認
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｓ
Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
学
院

「
募
集
要
項
」
で
は
、
「
返
金
し
な
い
場
合
」
の
例
と
し
て
妊
娠
を
挙
げ
て
い
る
（
注
四
）
。
Ｋ
Ｓ
Ｎ
日
本
語
「
留
学
生
募
集

要
項
」
で
は
、
「
以
下
の
場
合
に
は
、
退
学
届
け
を
提
出
し
た
場
合
で
も
返
金
し
ま
せ
ん
」
と
し
た
上
で
、
妊
娠
を
列
挙
し
て



 

３ 

 

い
る
（
注
五
）
。
Ｓ
Ｂ
Ｃ
姫
路
日
本
語
学
院
「
学
生
募
集
要
項
」
で
も
、
「
返
金
し
な
い
場
合
」
と
し
て
、
妊
娠
を
列
挙
し
て

い
る
（
注
六
）
。
こ
れ
ら
三
件
は
い
ず
れ
も
、
学
納
金
返
還
不
可
の
理
由
と
し
て
妊
娠
を
明
記
し
て
い
る
例
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
エ
イ
シ
ン
長
岡
日
本
語
学
校
「
事
前
通
知
・
同
意
書
」
に
は
、
「
日
本
語
学
校
在
学
中
に
妊
娠
が
発
覚
し
た
場
合
、

学
業
と
出
産
・
育
児
等
と
の
両
立
が
難
し
い
た
め
、
一
旦
退
学
・
帰
国
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
注
七
）
。
同
文
書
は
返
金
規

定
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
妊
娠
の
発
覚
を
退
学
・
帰
国
に
つ
な
げ
る
文
書
で
あ
り
、
妊
娠
を
契
機
と
す
る
退
学
強
制
又
は
帰

国
勧
奨
の
問
題
を
示
す
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。 

 

本
質
問
に
お
い
て
「
募
集
要
項
等
」
と
は
、
日
本
語
教
育
機
関
又
は
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
入
学
希
望
者
又
は
在
籍
生
に

対
し
て
公
開
又
は
配
布
す
る
学
生
募
集
要
項
、
入
学
案
内
、
誓
約
書
、
同
意
書
、
学
費
返
還
規
程
、
納
入
金
規
程
、
事
前
通
知

書
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
文
書
を
い
う
。 

 

ま
た
、
本
質
問
に
お
い
て
「
妊
娠
等
を
理
由
と
す
る
不
利
益
な
記
載
」
と
は
、
主
と
し
て
妊
娠
又
は
出
産
を
理
由
又
は
契
機

と
し
て
、
納
入
金
を
返
金
し
な
い
、
退
学
若
し
く
は
休
学
を
求
め
る
、
転
校
・
転
学
を
求
め
る
、
在
籍
継
続
を
認
め
な
い
、
進

級
又
は
卒
業
を
認
め
な
い
、
帰
国
を
求
め
る
等
の
取
扱
い
を
定
め
る
記
載
を
い
う
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。 



 

４ 

 

一 

告
示
日
本
語
教
育
機
関
及
び
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る
不
利
益
記
載
の
確
認
に
つ
い
て 

 

１ 
法
務
省
の
「
日
本
語
教
育
機
関
の
告
示
基
準
解
釈
指
針
」
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
等
を
直
接
の
理
由
と
し
た
退
学
強

制
、
す
な
わ
ち
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
人
権
侵
害
行
為
の
例
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。

政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

本
質
問
で
示
し
た
注
四
か
ら
注
七
ま
で
の
募
集
要
項
等
に
つ
い
て
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
文
部
科
学
省
は
、
当
該

文
書
の
記
載
内
容
、
現
在
の
掲
載
状
況
、
当
該
記
載
の
趣
旨
及
び
実
際
の
運
用
状
況
を
確
認
す
る
か
。
確
認
す
る
場
合

は
、
担
当
す
る
行
政
機
関
、
確
認
す
る
項
目
及
び
確
認
の
時
期
を
示
さ
れ
た
い
。
確
認
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
示

さ
れ
た
い
。 

 

３ 

告
示
日
本
語
教
育
機
関
又
は
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
募
集
要
項
等
に
、
妊
娠
を
理
由
又
は
契
機
と
し
て
、
納
入
金
を

返
金
し
な
い
、
退
学
を
求
め
る
、
休
学
を
求
め
る
、
転
校
・
転
学
を
求
め
る
、
在
籍
継
続
を
認
め
な
い
、
進
級
又
は
卒
業

を
認
め
な
い
、
帰
国
を
求
め
る
等
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
文
部
科
学
省
が
把
握
し
た
場
合
、
当

該
機
関
に
対
し
、
少
な
く
と
も
以
下
の
事
項
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

① 

当
該
記
載
の
趣
旨 



 

５ 

 

 
 

② 

当
該
記
載
の
現
在
の
運
用
状
況 

 
 

③ 

当
該
記
載
に
基
づ
き
、
妊
娠
を
理
由
又
は
契
機
と
し
て
納
入
金
を
返
還
し
な
か
っ
た
事
例
の
有
無 

 
 

④ 
当
該
記
載
に
基
づ
き
、
妊
娠
を
理
由
又
は
契
機
と
し
て
退
学
、
休
学
、
転
校
・
転
学
又
は
帰
国
を
求
め
た
事
例
の
有

無 

 
 

⑤ 

妊
娠
し
た
留
学
生
本
人
の
意
思
確
認
の
方
法 

 
 

⑥ 

学
業
継
続
を
希
望
す
る
場
合
の
休
学
・
復
学
・
転
校
・
転
学
等
の
選
択
肢
の
説
明
の
有
無 

 
 

⑦ 

医
療
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
、
法
的
支
援
機
関
又
は
民
間
支
援
団
体
へ
の
接
続
の
有
無 

 

４ 

前
問
３
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
は
、
個
別
契
約
上
の
返
金
義
務
の
有
無
を
判
断
す
る
も
の
で
は
な

く
、
告
示
日
本
語
教
育
機
関
及
び
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る
人
権
侵
害
行
為
又
は
不
適
切
な
取
扱
い
の
有
無
を
把

握
す
る
た
め
の
行
政
上
の
確
認
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
確
認
を
行
う
こ
と
は
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
文
部
科
学
省
の

所
掌
及
び
権
限
の
範
囲
内
で
可
能
で
あ
る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

５ 

妊
娠
を
理
由
又
は
契
機
と
し
て
入
学
を
辞
退
し
た
入
学
希
望
者
又
は
退
学
し
た
留
学
生
に
対
し
、
既
納
の
学
納
金
を
返

還
し
た
か
否
か
は
、
当
該
募
集
要
項
等
の
記
載
が
妊
娠
を
理
由
と
す
る
経
済
的
不
利
益
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
か
を
把



 

６ 

 

握
す
る
上
で
重
要
な
確
認
事
項
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

６ 
日
本
語
教
育
機
関
が
、
募
集
要
項
等
に
お
い
て
、
妊
娠
を
理
由
又
は
契
機
と
し
て
納
入
金
を
返
金
し
な
い
旨
を
定
め
、

当
該
記
載
に
基
づ
き
、
妊
娠
を
理
由
又
は
契
機
と
し
て
入
学
を
辞
退
し
た
入
学
希
望
者
又
は
退
学
し
た
留
学
生
に
対
し
既

納
の
学
納
金
を
返
還
し
な
か
っ
た
場
合
、
当
該
取
扱
い
は
、
直
ち
に
個
別
契
約
上
の
効
力
を
判
断
す
る
も
の
で
は
な
い
と

し
て
も
、
妊
娠
を
理
由
と
す
る
経
済
的
不
利
益
と
し
て
、
少
な
く
と
も
出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
文
部
科
学
省
に
よ
る
確

認
、
助
言
、
指
導
又
は
改
善
の
求
め
の
対
象
と
な
り
得
る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

妊
娠
を
理
由
又
は
契
機
と
す
る
退
学
・
帰
国
記
載
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

 

１ 

告
示
日
本
語
教
育
機
関
又
は
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
募
集
要
項
等
に
お
い
て
、
「
日
本
語
学
校
在
学
中
に
妊
娠
が
発

覚
し
た
場
合
、
学
業
と
出
産
・
育
児
等
と
の
両
立
が
難
し
い
た
め
、
一
旦
退
学
・
帰
国
」
と
す
る
趣
旨
の
記
載
が
あ
る
こ

と
を
出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
文
部
科
学
省
が
把
握
し
た
場
合
、
当
該
記
載
は
、
留
学
生
が
妊
娠
又
は
出
産
し
た
事
実
の

み
を
も
っ
て
、
本
人
の
意
思
に
反
し
て
退
学
、
休
学
、
転
校
・
転
学
又
は
帰
国
を
求
め
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
す
る

政
府
見
解
と
の
整
合
性
を
確
認
す
べ
き
記
載
で
あ
る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

前
問
１
の
よ
う
な
記
載
を
把
握
し
た
場
合
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
文
部
科
学
省
は
、
当
該
機
関
に
対
し
、
当
該
記



 

７ 

 

載
の
削
除
又
は
修
正
、
及
び
妊
娠
し
た
留
学
生
が
学
業
継
続
を
希
望
す
る
場
合
の
支
援
方
針
の
明
示
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
か
。
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

妊
娠
し
た
留
学
生
に
対
し
、
本
人
の
意
思
確
認
を
十
分
に
行
わ
ず
、
休
学
・
復
学
・
転
校
・
転
学
、
医
療
機
関
、
地
方

公
共
団
体
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
、
法
的
支
援
機
関
又
は
民
間
支
援
団
体
へ
の
接
続
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
わ
な
い
ま

ま
、
退
学
又
は
帰
国
を
求
め
た
場
合
に
は
、
個
別
具
体
の
事
情
を
踏
ま
え
る
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
人
権
侵
害
行
為
又

は
不
適
切
な
取
扱
い
に
該
当
し
得
る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

確
認
・
指
導
の
手
順
に
つ
い
て 

 

１ 

告
示
日
本
語
教
育
機
関
に
つ
い
て
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
が
、
募
集
要
項
等
に
お
け
る
妊
娠
を
理
由
又
は
契
機
と
す
る

不
利
益
な
記
載
又
は
運
用
を
把
握
し
た
場
合
、
ど
の
部
局
が
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
、
当
該
機
関
へ
の
確
認
、
助
言
、
指

導
又
は
改
善
の
求
め
を
行
う
の
か
。
現
行
制
度
上
の
手
順
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
が
、
募
集
要
項
等
に
お
け
る
妊
娠
を
理
由
又
は
契
機
と
す
る
不
利
益

な
記
載
又
は
運
用
を
把
握
し
た
場
合
、
ど
の
部
局
が
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
、
当
該
機
関
へ
の
確
認
、
助
言
、
指
導
又
は

改
善
の
求
め
を
行
う
の
か
。
現
行
制
度
上
の
手
順
を
示
さ
れ
た
い
。 



 

８ 

 

 
３ 

告
示
日
本
語
教
育
機
関
が
、
妊
娠
を
理
由
又
は
契
機
と
す
る
不
利
益
な
記
載
又
は
運
用
に
つ
い
て
、
必
要
な
助
言
、
指

導
又
は
改
善
の
求
め
に
も
か
か
わ
ら
ず
是
正
し
な
い
場
合
、
当
該
機
関
が
日
本
語
教
育
機
関
の
告
示
基
準
に
適
合
し
て
い

る
か
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
告
示
抹
消
等
を
含
む
対
応
の
検
討
対
象
と
な
り
得
る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
、
妊
娠
を
理
由
又
は
契
機
と
す
る
不
利
益
な
記
載
又
は
運
用
に
つ
い
て
、
必
要
な
助
言
、
指

導
又
は
改
善
の
求
め
に
も
か
か
わ
ら
ず
是
正
し
な
い
場
合
、
当
該
機
関
が
認
定
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
必

要
に
応
じ
て
認
定
取
消
し
等
を
含
む
対
応
の
検
討
対
象
と
な
り
得
る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。 

四 

告
示
日
本
語
教
育
機
関
及
び
認
定
日
本
語
教
育
機
関
へ
の
周
知
に
つ
い
て 

 

１ 

出
入
国
在
留
管
理
庁
及
び
文
部
科
学
省
は
、
告
示
日
本
語
教
育
機
関
及
び
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
対
し
、
募
集
要
項

等
に
お
い
て
、
妊
娠
又
は
出
産
を
理
由
又
は
契
機
と
し
て
、
納
入
金
不
返
還
、
退
学
、
休
学
、
転
校
・
転
学
、
在
籍
継
続

の
否
定
、
進
級
又
は
卒
業
の
否
定
、
帰
国
等
を
一
律
に
定
め
る
記
載
を
置
く
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
旨
を
、
通
知
、
事
務

連
絡
、
Ｑ
＆
Ａ
、
説
明
会
資
料
等
に
よ
り
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 



 

９ 

 

 
２ 

前
問
１
の
周
知
を
行
う
場
合
は
、
実
施
す
る
行
政
機
関
、
対
象
機
関
、
周
知
方
法
及
び
実
施
時
期
を
示
さ
れ
た
い
。
周

知
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

周
知
に
当
た
っ
て
は
、
少
な
く
と
も
、
①
妊
娠
又
は
出
産
し
た
事
実
の
み
を
も
っ
て
本
人
の
意
思
に
反
し
て
退
学
、
休

学
、
転
校
・
転
学
又
は
帰
国
を
求
め
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
こ
と
、
②
妊
娠
又
は
出
産
し
た
事
実
の
み
を
も
っ
て
直
ち

に
在
留
資
格
「
留
学
」
を
失
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
③
本
人
が
学
業
継
続
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
休
学
・
復
学
・
転

校
・
転
学
、
在
留
資
格
手
続
、
医
療
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、
法
的
支
援
機
関
又
は
民
間
支
援
団
体
へ
の
接
続
に
つ
い
て

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
、
④
妊
娠
を
理
由
又
は
契
機
と
す
る
納
入
金
不
返
還
等
の
経
済
的
不
利
益
が
不
適
切
な
取
扱
い
と

な
り
得
る
こ
と
を
明
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

注
四
か
ら
注
七
ま
で
の
文
書
へ
の
具
体
的
対
応
に
つ
い
て 

 

１ 

本
質
問
で
示
し
た
注
四
か
ら
注
七
ま
で
の
募
集
要
項
等
に
つ
い
て
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
文
部
科
学
省
は
、
質
問

主
意
書
へ
の
答
弁
時
点
ま
で
に
、
当
該
文
書
の
記
載
内
容
及
び
現
在
の
掲
載
状
況
を
確
認
す
る
か
。
確
認
し
な
い
場
合

は
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

本
質
問
で
示
し
た
注
四
か
ら
注
七
ま
で
の
募
集
要
項
等
に
つ
い
て
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
文
部
科
学
省
は
、
当
該



 

１０ 

 

機
関
に
対
し
、
当
該
記
載
の
趣
旨
、
現
在
の
運
用
状
況
、
当
該
記
載
に
基
づ
く
退
学
、
休
学
、
帰
国
又
は
納
入
金
不
返
還

の
事
例
の
有
無
を
確
認
す
る
か
。
確
認
す
る
場
合
は
、
確
認
す
る
行
政
機
関
及
び
確
認
時
期
を
示
さ
れ
た
い
。
確
認
し
な

い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

本
質
問
で
示
し
た
注
四
か
ら
注
七
ま
で
の
募
集
要
項
等
に
つ
い
て
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
文
部
科
学
省
が
確
認
し

た
結
果
、
妊
娠
を
理
由
又
は
契
機
と
し
て
納
入
金
不
返
還
、
退
学
、
休
学
、
転
校
・
転
学
又
は
帰
国
を
一
律
に
定
め
る
記

載
又
は
運
用
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
当
該
機
関
に
対
し
、
当
該
記
載
の
削
除
又
は
修
正
、
及
び
妊
娠
し
た
留
学
生
へ
の
学

業
継
続
支
援
方
針
の
明
示
を
求
め
る
か
。
求
め
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

注
一 

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
「
二
〇
二
五
年
度
外
国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調
査
結
果
」h

ttp
s://w

w
w

.stu
d

y
in

j

a
p

a
n

.g
o
.jp

/ja
/sta

tistics/e
n

ro
llm

e
n

t/d
a
ta

/2
6
0
5
2
9
1
0
0
0
.h

tm
l 

注
二 

法
務
省
「
日
本
語
教
育
機
関
の
告
示
基
準
解
釈
指
針
」h

ttp
s://w

w
w

.m
o
j.g

o
.jp

/isa
/co

n
te

n
t/9

3
0
0
0
5
3
9
3
.p

d
f 

注
三 

文
部
科
学
省
「
公
立
の
高
等
学
校
に
お
け
る
妊
娠
を
理
由
と
し
た
退
学
等
に
係
る
実
態
把
握
の
結
果
等
を
踏
ま
え
た
妊

娠
し
た
生
徒
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
（
通
知
）
」h

ttp
s://w

w
w

.m
e
x
t.g

o
.jp

/a
_
m

e
n

u
/sh

o
to

u
/se

ito
sh

id
o
u

/1
4
1
1
2
1
7
.h

t

m
 



 

１１ 

 

注
四 

Ｓ
Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
学
院
「
募
集
要
項
」
（
同
学
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
、
二
〇
二
六
年
六
月
三
十
日
閲
覧
、U

R
L

：h
ttp

s://

sa
e
lu

.n
e
t/jp

/d
o
w

n
lo

a
d

/%
E

5
%

8
B

%
9

F
%

E
9

%
9

B
%

8
6

%
E

8
%

A
6

%
8

1
%

E
9

%
A

0
%

8
5

.p
d

f

）
。
該
当
箇
所
に
は
、
返

金
し
な
い
場
合
と
し
て
、
自
己
都
合
に
よ
る
退
学
の
例
に
妊
娠
を
挙
げ
る
趣
旨
の
記
載
が
あ
る
。 

注
五 

Ｋ
Ｓ
Ｎ
日
本
語
「
留
学
生
募
集
要
項
」
（
同
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
、
二
〇
二
六
年
六
月
三
十
日
閲
覧
、U

R
L

：h
ttp

s:

//k
sn

-ja
p

a
n

e
se

.jp
/w

p
/w

p
-co

n
te

n
t/u

p
lo

a
d

s/2
0
2
1
/0

3
/%

E
5
%

A
D

%
A

6
%

E
7
%

9
4
%

9
F

%
E

5
%

8
B

%
9
F

%
E

9
%

9
B

%
8

6
%

E
8
%

A
6
%

8
1
%

E
9
%

A
0
%

8
5
-K

S
N

%
E

6
%

9
7
%

A
5
%

E
6
%

9
C

%
A

C
%

E
8
%

A
A

%
9
E

.p
d

f

）
。
該
当
箇
所
に
は
、
退
学

届
を
提
出
し
た
場
合
で
も
返
金
し
な
い
事
由
と
し
て
妊
娠
を
挙
げ
る
趣
旨
の
記
載
が
あ
る
。 

注
六 

Ｓ
Ｂ
Ｃ
姫
路
日
本
語
学
院
「
学
生
募
集
要
項
」
（
同
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
、
二
〇
二
六
年
六
月
三
十
日
閲
覧
、U

R

L

：h
ttp

s://w
w

w
.jl-a

ca
d

.co
m

/a
sse

ts/d
o
cu

m
e
n

t/A
p

p
lica

tio
n

D
o
cu

m
e
n

t.p
d

f

）
。
該
当
箇
所
に
は
、
返
金
し
な
い
場

合
と
し
て
妊
娠
を
挙
げ
る
趣
旨
の
記
載
が
あ
る
。 

注
七 

エ
イ
シ
ン
長
岡
日
本
語
学
校
「
事
前
通
知
・
同
意
書
」
（
同
校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
、
二
〇
二
六
年
六
月
三
十
日
閲

覧
、U

R
L

：h
ttp

s://e
ish

in
-js.co

m
/w

p
/w

p
-co

n
te

n
t/th

e
m

e
s/e

js-v
2
/a

sse
ts/d

o
c/a

d
_
2
_
2
0
1
9
0
9
1
2
/a

d
_
2
_
2
0
2
0
0
9
2

5
.p

d
f

）
。
該
当
箇
所
に
は
、
日
本
語
学
校
在
学
中
に
妊
娠
が
発
覚
し
た
場
合
、
学
業
と
出
産
・
育
児
等
と
の
両
立
が
難
し
い



 

１２ 

 

た
め
一
旦
退
学
・
帰
国
と
す
る
趣
旨
の
記
載
が
あ
る
。 

 

右
質
問
す
る
。 


